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の世界』(A World of Love, 1955)に関するクレア・ウィルズ(Clair Wills)の批評の一節(138)だ
が、筆者の読みもこの問いから出発する。1920 年、イギリス・アイルランド紛争に揺れるアイ
ルランドを舞台とするエリザベス・ボウエン(Elizabeth Bowen, 1899-1973) 2 作目の長編『最






代初めのアントニア・ダンビィ(Antonia Danby)である。先の当主ガイ・ダンビィ (Guy Danby)
が 1918 年第一次大戦で戦死した際、遺書を残さなかったため、いとこのアントニアが法定相
続人となった。しかも彼女は地所と屋敷だけでなく、ガイの婚約者のリリア(Lilia)という遺産
も引き継ぐ。以来、35 年が経過した 1950 年代前半の現在、館の荒廃と経済的困窮は著しく崩
壊寸前である。それゆえアントニアは、モントフォートを手放すか否かの決断を迫られている。 
 物語はこの 6 月、アントニアとともにモントフォートに帰省中のジェイン・ダンビィ(Jane 
Danby)が、屋根裏部屋でガイの古い手紙を発見したことを発端にスタートする。ジェインはリ
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 これはジャック・ラカン(Jacques Lacan, 1901-81)が「想像界に生きる鏡像的な構造をもつ
－17－




























第 4 幕、第 7 場のこのシーンを精緻な写実的描写で描いたのが、ラファエル前派の中心的存在
であるミレイの「オフィーリア」である。 
















































































Persica, March 2016 No. 43 
 1. リリアの図像 
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 一種の鏡像と言える。 
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1) Elizabeth Bowen, A World of Love (1955; London: Cape, 1967) 65. 以下、テキストからの
引用頁はすべて同書による。なお、訳は私訳だが、太田良子氏訳『愛の世界』(国書刊行会, 
2009)を参照させていただいた。 




(Terence Brown 107)により、ビッグ・ハウスの伝統と文化を維持してきた。 
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